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図書紹介 『デザイン理論』34/1995

藤田治彦 『ナシ ョナル ・トラス トの国 一 イギ リスの自然 と文化』

淡交社1994139P

足立 裕 司/神 戸大学

日本各地から伝えられる自然や歴史的環境

の破壊の報道 を聞 くとき,い つ も思い出され

るのがイギリスのナショナル ・トラス トであ

る。経済大国と言われながら文化的な認識 に

おいては日本 は何 と低 く,そ れに比べ るとイ

ギ リス病 とか陰口は叩かれても生活や環境の

質を高めてい くことに着実な歩みを示 してい

るイギ リスに敬服せざるをえない。藤田治彦

氏著の 『ナショナル ・トラス トの国一 イギ

リスの自然 と文化』はそんなイギリスの生活

のレベルを遺憾 なく示 している一著である。

ページを広げて,ま ずその素晴 らしい写真

に眼を奪われる。何 と美しい国だろう。近代

化遺産 といわている工場や橋 といった実用構

築物でさえ美しく齢を刻んでいるかにみえる。

そして,自 然,城 館,庭 など保存されている

ジャンル ごとにまとめられた総てのプロパテ

ィ(資 産)に ゆっくりと目を通 し,簡 潔だが

含蓄のある解説を読み進めるなら,イ ギ リス

人の文化や 自然に対する考えや価値観がよく

理解されるだろう。その豊かさに圧倒 されつ

つ も,や がて否応なしに日本 との違いを考え

て しまう。確かに日本 にも素晴 らしい自然や

歴史的環境が残っている。ただ,そ の残 り方,

残 し方がいかにも異なる。日本では自然で も

建物で もほ とんど官主導の結果 として残って

いるのに対 し,こ こではイギリス人の身の回

りの環境が大事にされている。それは国の名

誉や財産 といった性格のものではな く,先 ず

もって自分たちの地域文化や身の回 りの生活

環境を守 ることから生まれてきたものだ とい

うことを理解 してお く必要があろう。

自然 を都市の残余 として考えるのではなく,

都市 その ものの対極 に位置 し,し かも都市の

存続 にとって必須のものとして捉えるイギ リ

ス人の考えが伝わって くるように思われる。

それは歴史的環境 についても示唆に富む。歴

史的継続を発展の過程で置 き去 りにしてい く

日本 と,生 活の内容や質を継続的に捉 えよう

とするイギリスというようにあらゆるところ

でその価値観の違いに驚かされる。

しかし,こ のイギリスといえども19世紀 に

は自然 も破壊 し,都 市にもスラムが蔓延 した

ことは忘れ られない。ラスキンやモ リスが産

業化の もたらす惨状を嘆 き,抗 議 した ことは

誰 もが知るところである。 しかし,3人 の有

志がその具体的な抗議を現実のものとし,さ

らにその展開としてイギリスの環境の保全の

プログラムを完成したことをみるなら,今 の

日本は西欧にただ遅れているだけとは言い切

れない不安が残る。文化や自然を精神化 し,

万物 は移 り変わるものとして諦める日本人の

発想では,こ うした運動 はいつまでたって も

完成 しないのではないか。

巻末に手際よく,ナ シ ョナル ・トラス トの

概要が紹介 されている。それをみるなら,現

在の保存地域だけでも日本の小さな県域に匹

敵し,参 加者や予算規模 も日本の文化庁の建

造物保存 と比較で きる規模であることがわか

るだろう。これほどの規模 を抱える組織が,

積極的なボランティアに支えられ,市 民の寄

付で運営 されていること自体,日 本 との差異

を見せつけるものであろう。 トラス トの働 き

かけがあった とはいえ,政 府がそれを税制や

法律面でバックアップしてい くという市民運

動のお手本のような成果が ここにある。天神
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崎や全国町並みゼ ミナールなど日本の市民運

動が低いのか,そ れ とも総てを官主導でしか

物事が動かない日本の政治システムに問題が

あるのか,そ の根は決して浅 くはない。

ともあれ,イ ギリス人の自然観や生活の理

想 といったものを味わうには恰好の書ではな

いだろうか。特に3章 以降は氏の専門でもあ

り,示 唆に富む。絵画 と庭園,自 然 と住宅,

伝統 と近代など,そ れぞれのプロパティの説

明からイギリス人の価値観 を汲む ことができ

よう。1000を 越 えるすべてのプロパティを取

り上 げるのは無理だ としても,で きれば世界

遺産 にもなるような一級のものだけではな く,

もう少 し身の回 りの環境にまつわるやや平凡

だが生活観の滲むものも対比的に取 り上げて

もよかったのではないだろうか。おそらくそ

うした底辺の広が りが この書で取 り上 げられ

たようなmの プロパティを支 えているよう

に思われるか らである。

ところで,や や蛇足ではあるが,最 近では

ナシ ョナル ・トラス トのグッズが在阪の百貨

店でも売 られている。女性や子供だけの興味

に終わっては困るが,市 民運動とは異なる側

面からの関心 も持たれはじめているだけに,

正確な運動の姿を伝える書がタイム リーに出

されたことを歓迎 したい。 日本にはナショナ

ル ・トラス トを冠するグループが幾つかある

が,こ の百貨店がバ ックアップするグループ

では,毎 年ボランティアの養成のための補助

もしているとか聞 く。阪神大震災に再認識さ

れたボランティアの輪が広まり,自 然や歴史

的環境への保護に関心 をもつ人々が増 えてい

くことを願わずにはいられない。
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